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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第60期

第３四半期
連結累計期間

第61期
第３四半期
連結累計期間

第60期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (百万円) 63,365 64,180 84,518

経常利益 (百万円) 1,112 1,376 1,475

四半期(当期)純利益 (百万円) 851 1,087 1,217

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,232 1,643 1,578

純資産額 (百万円) 18,970 20,741 19,327

総資産額 (百万円) 34,056 34,513 36,246

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 35.61 45.46 50.89

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 55.7 60.1 53.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 346 546 2,884

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △32 △42 △47

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △438 △1,581 △632

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 1,899 3,442 4,223
 

 

回次
第60期

第３四半期
連結会計期間

第61期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 11.07 13.33
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約は次のとおりであります。

会社名 仕入先 契約年月日 主要取扱商品 契約内容

当社 Synaptics Incorporated 平成26年10月１日 LCDドライバ製品 代理店契約

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では生産が拡大し企業の業況は高い水準を維持し、個人消費

の堅調な推移と雇用情勢の改善傾向の継続により景気は拡大を続けております。欧州では製造業景況感の低下や雇用

の改善の足踏みによる個人消費の停滞などにより景気の低成長が続いている状況であります。

　日本経済は、消費税率引上げの影響などにより、個人消費などに弱さがみられるものの、景気は緩やかな回復基調

が続いております。

　半導体市場においては、2014年11月の世界半導体売上高は、前年同月比9.1%増となり19ヵ月連続の増加、前月比で

は0.1%減となりましたが、2014年は2013年を約1割上回るペースで市場の拡大が続いています。

　このような環境の下、当第３四半期連結累計期間は、品目別売上高では集積回路はロジックＩＣが自動車分野を中

心に増加し、前年同期比279百万円増（0.6%増）の47,114百万円、半導体素子は光デバイスが産業分野を中心に増加

し、同254百万円増（2.6%増）の10,066百万円、表示デバイスは商流移管により民生分野が減少し、同195百万円減

(13.4%減)の1,265百万円、その他はパーツが産業・民生分野を中心に増加し、同476百万円増(9.1%増)の5,733百万円

となりました。その結果、売上高は同814百万円増（1.3%増）の64,180百万円となりました。

　損益面におきましては、営業利益では販売費及び一般管理費は増加しましたが、売上原価率の低下による売上総利

益の増加がそれを上回り、前年同期比185百万円増（16.7%増）の1,296百万円、経常利益は営業外費用の支払補償費が

減少したこと等により、同264百万円増（23.8%増）の1,376百万円、四半期純利益は同235百万円増(27.7%増)の1,087

百万円となりました。

　なお、当社は平成26年9月に東京証券取引所市場第二部から同取引所市場第一部銘柄に指定されました。

　(注) 当社グループは、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであります。

 

 

連結業績の推移     （単位：百万円)

 平成２６年３月期 平成２７年３月期

 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期

売上高 20,375 21,399 21,590 21,152 21,012 21,473 21,693

営業利益 280 446 384 364 510 390 395

経常利益 288 433 390 363 473 434 468
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較し以下のとおりとなりました。

 

（資産）

資産は、前連結会計年度末に比べて1,733百万円減少し34,513百万円となりました。

これは、主として商品及び製品が790百万円減少し、現金及び預金が781百万円減少したこと等によります。

 

（負債）

負債は、前連結会計年度末に比べて3,147百万円減少し13,772百万円となりました。

これは、主として短期借入金が1,780百万円増加したものの、1年内返済予定の長期借入金が3,000百万円減少し、買

掛金が1,745百万円減少したこと等によります。

 

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて1,413百万円増加し20,741百万円となりました。

これは、主として利益剰余金が857百万円増加し、為替換算調整勘定が389百万円増加したことによります。

　これにより自己資本比率は60.1%となり、時価ベースの自己資本比率は49.2%となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末に比

べ781百万円減少し、3,442百万円となりました。

 

当第３四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、546百万円(前年同期346百万円の増加)となり

ました。支出の主な内訳は、仕入債務の減少1,946百万円であり、収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益

1,376百万円、たな卸資産の減少992百万円であります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、42百万円(前年同期32百万円の減少)となりま

した。支出の主な内訳は、投資有価証券の取得による支出56百万円、無形固定資産の取得による支出50百万円、有

形固定資産の取得による支出35百万円であり、収入の主な内訳は、投資有価証券の売却による収入100百万円であり

ます。　

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、1,581百万円(前年同期438百万円の減少)とな

りました。支出の主な内訳は、長期借入金の返済による支出3,000百万円、配当金の支払額239百万円であり、収入

の主な内訳は、短期借入金の増加1,676百万円であります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に前事業年度の有価証

券報告書に記載した「対処すべき課題」についての重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

なお、当第３四半期連結累計期間における「対処すべき課題」への取り組みのなかで特筆すべき点は、下記の２

点であります。

① 新規事業推進本部および自動車営業技術部への人員増強を実施し、新たな商材・成長分野の開拓を強力に推進

　　 するとともに技術力の強化によるソリューションビジネスを推進。

② 従来より実施しておりました展示会への出展に際し、技術・営業・新規事業部門の更なる技術力の向上を図

　　 り、全社で総力をあげて取り組む体制を組み、デザイン・イン活動を更に強化。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,929,200 23,929,200
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 23,929,200 23,929,200 ― ―
 

　（注）平成26年９月26日をもって、当社株式は東京証券取引所市場第二部より市場第一部に指定替えしております。

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年12月31日 ― 23,929,200 ― 3,433 ― 3,652
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
13,200

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

23,907,100
239,071 ―

単元未満株式
普通株式

8,900
― ―

発行済株式総数 23,929,200 ― ―

総株主の議決権 ― 239,071 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が10,000株含まれており  

ます。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数100個が含まれて   

おります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が35株含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱ルネサスイーストン

東京都千代田区神田司町
二丁目１番地

13,200 ― 13,200 0.06

計 ― 13,200 ― 13,200 0.06
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

 

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役 取締役 兼 第３営業本部長 渡　邉　政　明 平成26年10月１日
 

 

EDINET提出書類

株式会社ルネサスイーストン(E02785)

四半期報告書

 7/18



第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

(2) 当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりま

したが、第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしまし

た。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,183 3,401

  受取手形及び売掛金 17,334 ※  17,431

  有価証券 40 40

  商品及び製品 10,145 9,354

  仕掛品 10 4

  繰延税金資産 163 90

  その他 624 343

  貸倒引当金 △4 △3

  流動資産合計 32,497 30,663

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 1,005 1,018

    減価償却累計額 △679 △695

    建物及び構築物（純額） 326 323

   工具、器具及び備品 173 190

    減価償却累計額 △145 △155

    工具、器具及び備品（純額） 28 34

   土地 1,266 1,266

   リース資産 31 31

    減価償却累計額 △16 △22

    リース資産（純額） 15 9

   有形固定資産合計 1,635 1,634

  無形固定資産   

   ソフトウエア 511 390

   その他 15 16

   無形固定資産合計 526 406

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,019 1,248

   繰延税金資産 15 9

   その他 570 571

   貸倒引当金 △20 △19

   投資その他の資産合計 1,586 1,809

  固定資産合計 3,748 3,849

 資産合計 36,246 34,513
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 9,568 7,823

  短期借入金 1,151 2,931

  1年内返済予定の長期借入金 3,000 -

  未払法人税等 94 64

  賞与引当金 - 203

  繰延税金負債 0 1

  その他 1,592 1,162

  流動負債合計 15,406 12,187

 固定負債   

  長期借入金 1,000 1,000

  役員退職慰労引当金 0 0

  退職給付に係る負債 290 267

  繰延税金負債 3 102

  その他 218 213

  固定負債合計 1,512 1,585

 負債合計 16,919 13,772

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,433 3,433

  資本剰余金 5,001 5,001

  利益剰余金 10,442 11,299

  自己株式 △3 △3

  株主資本合計 18,873 19,731

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 166 341

  為替換算調整勘定 275 665

  退職給付に係る調整累計額 11 2

  その他の包括利益累計額合計 453 1,010

 純資産合計 19,327 20,741

負債純資産合計 36,246 34,513
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(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 63,365 64,180

売上原価 57,320 57,849

売上総利益 6,045 6,330

販売費及び一般管理費 4,934 5,033

営業利益 1,111 1,296

営業外収益   

 受取利息 4 8

 受取配当金 12 15

 受取補償金 38 12

 為替差益 76 53

 その他 112 140

 営業外収益合計 243 230

営業外費用   

 支払利息 46 35

 支払補償費 166 64

 その他 29 50

 営業外費用合計 242 150

経常利益 1,112 1,376

特別損失   

 固定資産除却損 0 0

 会員権評価損 1 -

 投資有価証券売却損 0 -

 保険解約損 2 -

 特別損失合計 5 0

税金等調整前四半期純利益 1,107 1,376

法人税、住民税及び事業税 168 206

法人税等調整額 86 82

法人税等合計 255 289

少数株主損益調整前四半期純利益 851 1,087

四半期純利益 851 1,087

少数株主損益調整前四半期純利益 851 1,087

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 118 175

 為替換算調整勘定 262 389

 退職給付に係る調整額 - △8

 その他の包括利益合計 381 556

四半期包括利益 1,232 1,643

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,232 1,643
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,107 1,376

 減価償却費 186 194

 有形固定資産除却損 0 0

 会員権評価損 1 ―

 貸倒引当金の増減額（△は減少） ― △0

 賞与引当金の増減額（△は減少） △169 △172

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 80 ―

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） ― △20

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △91 ―

 支払利息 46 35

 受取利息及び受取配当金 △17 △23

 投資有価証券売却損益（△は益） 0 ―

 保険解約損益（△は益） 2 ―

 売上債権の増減額（△は増加） 721 234

 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,607 992

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △138 285

 仕入債務の増減額（△は減少） △2,880 △1,946

 その他の流動負債の増減額（△は減少） 171 △87

 その他 △57 △72

 小計 570 795

 利息及び配当金の受取額 17 23

 利息の支払額 △44 △35

 損害賠償金の支払額 △16 △11

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △179 △225

 営業活動によるキャッシュ・フロー 346 546

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 従業員に対する長期貸付けによる支出 △0 ―

 従業員に対する長期貸付金の回収による収入 1 1

 投資有価証券の取得による支出 △145 △56

 投資有価証券の売却による収入 45 100

 有形固定資産の取得による支出 △4 △35

 有形固定資産の売却による収入 ― 0

 無形固定資産の取得による支出 △38 △50

 保険積立金の解約による収入 108 ―

 会員権の取得による支出 ― △1

 会員権の売却による収入 ― 1

 その他 1 △1

 投資活動によるキャッシュ・フロー △32 △42
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           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △190 1,676

 長期借入金の返済による支出 ― △3,000

 リース債務の返済による支出 △8 △6

 配当金の支払額 △238 △239

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 その他 △1 △13

 財務活動によるキャッシュ・フロー △438 △1,581

現金及び現金同等物に係る換算差額 167 297

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 43 △781

現金及び現金同等物の期首残高 1,856 4,223

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,899 ※  3,442
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準とし、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基

づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用

する方法へ変更しております。　

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が14百万円減少し、利益剰余金が９百万円

増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

受取手形 ― 35百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

現金及び預金 1,859百万円 3,401百万円

有価証券(キャッシュ・リザー
ブ・ファンド)

40百万円 40百万円

現金及び現金同等物 1,899百万円 3,442百万円
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(株主資本等関係)　　　　

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月15日
取締役会

普通株式 239 10 平成25年３月31日 平成25年６月６日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月15日
取締役会

普通株式 239 10 平成26年３月31日 平成26年６月６日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セ

グメント情報の記載を省略しております。

 

(金融商品関係)

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

　　１株当たり四半期純利益金額 35円61銭 45円46銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(百万円) 851 1,087

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ―　 ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 851 1,087

    普通株式の期中平均株式数(株) 23,915,989 23,915,973
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ルネサスイーストン(E02785)

四半期報告書

17/18



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２７年２月１３日

株式会社ルネサスイーストン

取締役会 御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   海野　隆善　　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   佐々木　浩一郎　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   跡部　尚志　　　印

 

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ル

ネサスイーストンの平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平

成２６年１０月１日から平成２６年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２６年４月１日から平成２

６年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益

計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ルネサスイーストン及び連結子会社の平成２６年１２月

３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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